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注 1)バイパスを通過した土砂量は、各地点で測定したＳＳデータと流量データから算定しました。土粒子密度は、2.623g/cm3、

空隙率は、70％を使用しています。 

注 2)三峰堰・貯砂ダムの堆砂量は、平成 19 年 7月と 9月(洪水後)の堆砂測量結果から算定しました。 

 

三峰川バイパス最大放流量:約 264m3/s 

最大流入量:約 568m3/s 

◆三峰川バイパス 

バイパス土砂量：約 15 万 5 千 m3 

堆砂対策施設の効果 

◆三峰堰・貯砂ダム 

堆積土砂量：約 20 万 5 千 m3 

(平成 19 年 7 月～9月) 

合計約36万m3の土砂流入を抑制 

 
 
 

10tトラック約6万4千台分 

トラックを並べると約510kmで

東京～大阪の距離に相当 

上流域からの濁水のうち約５５％を下流へバイパス 
注）ここに表示されているデータは速報値です。 

今回の洪水では、流入量が約 450m3/s を超えて

から約 50m3/s を下回るまで三峰川バイパスを試

験運用し、三峰川バイパスからの放流量・濁度
だく ど

（SS）の時間変化は、左の図のとおりでした。

三峰川
み ぶ が わ

バイパス放流期間中、ダムへの流入量約

3000 万 m3(黒線)のうち、三峰川バイパス(赤線、

ピンク塗りつぶし)により約1660万 m3を放流し、

上流域からの濁水
だくすい

の約 55％を下流へバイパスし

ました。 

バイパス放流水の SS(最大 20,200mg/㍑)は、上

流域からの流入水の SS(最大 25,000mg/㍑)とほ

ぼ同じ濃度でした。 

今回の試験運用では約 15 万 5 千 m3の土砂量を下流へバイパスしました。さらに、平成 19年 7 月～9月の間に貯砂
ちょ さ

ダム・

三峰堰
み ぶ ぜ き

で砂利
じゃ り

や砂など約 20 万 5 千 m3を捕捉しました。これらの土砂は、施設完成以前は美和湖へ流入していたもので、

以前に比べ合計で約 36万 m3の土砂
どし ゃ

流 入
りゅうにゅう

を防いだことになります。 

＜語句説明＞ 

※ＳＳ（浮遊
ふ ゆ う

物質量
ぶつしつりょう

）…ＳＳとは、水中に浮遊する粒径 2mm 以下の不溶解性
ふようかいせい

の粒子状
りゅうしじょう

物質の濃度のこ

とで、水の濁りの度合いを表す指標
しひょう

として用いられています。 

※クロロフィルａ量……藻類
そうるい

などに必ず含まれる緑色の色素
し き そ

の１つで、礫
れき

に付いた付着
ふちゃく

藻類
そうるい

の量を示

す指標として用いられています。 

※ウォッシュロード……流入土砂の内、流水に溶け込んで移動する細かな土砂で、美和ダムでは平均

粒径 0.017mm 程度の微細な土砂です。 

三峰川バイパスの運用時に下流の河川では濁
にご

りが一時大きくなります。それが下流の環境に影響を及ぼしていないかを調

べるため、洪水後に回復していく過程
かて い

を調査しています。 

今回の洪水でも、施設
しせ つ

完成
かんせい

以前
いぜ ん

、昨年７月や今年７月の洪水
こうずい

と同
どう

様
よう

に付着
ふちゃく

藻類
そうるい

の量はほぼ無くなりました。その約３週間

後の状況では付着
ふちゃく

藻類
そうるい

は洪水前と同様に回復し施設完成以前の洪水と同様の傾向が確認されています。 

バイパス放流量 
約 1660 万 m3 

(流入量の約 55%) 

▽E.L.808.0m(洪水期制限水位) 

▽ 

2007(H19)年 10 月 17 日
国土交通省中部地方整備局
三峰川総合開発工事事務所

最大濃度:20,200mg/㍑ 

最大濃度:25,000mg/㍑ 

最大濃度:4,220mg/㍑ 

クロロフィルａ量

40mgchl.a/m2 

洪水前（9月 6 日） 洪水後（9月 18 日） 約 3週間後（10 月 2日）

○礫表面の付着 
藻類の状況 
(伊那市高遠浄化
セ ン タ ー付 近 ､
7.6km付近) 

クロロフィルａ量

0mgchl.a/m2 

クロロフィルａ量

84mgchl.a/m2 

洪水前（9月 6 日） 洪水時（9月 7 日） 約 3週間後（10 月 2日）

○河原の状況 
(同上) 

 
 

三峰川 
三峰川 

三峰川 

付着藻類は施設完成以前の洪水と同様の傾向を確認 

ウォッシュロードの動き （平成 19年 9月洪水） 
※砂や砂利は含んでいません。 美和

み わ

ダムでは、台風９号の影響による洪水のため洪水調節を実施しました。最大
さいだい

流 入 量
りゅうにゅうりょう

は約 568m3/s、最大
さいだい

放 流 量
ほうりゅうりょう

は約 428m3/s で、そのうち三峰川バイパスより、9/6 22:30 ～ 9/8 22:40 の約 48 時間、最大約 264m3/s の放流
ほうりゅう

を行いま

した。 250 千 m3(54%) 

155 千 m3(34%) 

462 千 m3(100%)

7 千 m3(1.5%) 

12千m3(2.5%)

※ウォッシュロード算定期間：美和ダム流入量が 30m3/s 以上の期間（2007/9/6 16 時～9/14 11 時）

57 千 m3(12%) 

231 千 m3(50%) 

流入ウォッシュロードの 34％

にあたる 15 万 5 千 m3を美和ダム

の下流へバイパスすることがで

きました。 

～ 台風９号による洪水で試験運用を実施しました。～ 

例えばSS25,000mg/㍑は、

コーヒーカップ一杯に、 

砂糖を小さじスプーンで 

1/3 杯程度の濃度です。 

堆砂対策施設により約 36 万 m3の土砂流入を抑制 

流入量 

約 3000 万 m3 


